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ば, 周囲 18キロメートル, 面積 12.9平方キロメー
トルの淡水湖は小さな池にしか見えない｡ 山と水
の間の狭い土地に, 家々が立て込んでいる｡
この湖の岸辺に, 諏訪市, 下諏訪町, 岡谷市が
あり, さらに後背地に茅野市, 原村, 富士見町が
八ヶ岳の山麓に拡がっている｡ 6つの地方自治体






























21世紀初頭の 5年間, 日本と中国の政治・外交関係が悪化する一方で, 日本経済は長年の混迷から抜け出よ
うとしていた｡ 実際, 中国経済の高度成長と日本経済の回復は表裏一体を成している｡ 好調な対中輸出に支えら
れて, 例えば日本の鉄鋼産業は史上最高の収益を挙げた｡ このように日中両国は補完関係を造り上げたが, これ
は大企業だけではなく, 中小企業においても同様である｡ 2002年以降, 長野県の諏訪圏は官民一体となって,
























































長野県商工部が 2005 年 8 月に作成した資料
｢長野県関係製造業企業の海外進出状況調査結果
について｣ によれば, 2004年 (暦年) 中に 37社
(40事業所) が新規に海外へ進出した｡ 国別では
中国が 29事業所で, 圧倒的に多い｡ そのうち 29
事業所 (72.5％) が生産活動に, 6事業所 (15％)
が販売活動に携わっている｡ これを 2006年まで
の総数で見ると, 海外に進出した県内の企業は
257社 (908事業所), 国別の進出先は中国が 353
事業所 (38.9％) である｡ 業種別に分類すると,
機械が 229事業所 (25.2％), 電子が 201事業所
(22.1％), 情報が 115事業所 (12.7％), 電機が 96



























を手掛ける｡ 2000年には ISO 9001を取得し, 環
境保全に努めている｡ 同社の技術力は外径 0.1













国社の総経理 (社長) を兼ね, 諏訪と大連の間を
往復する｡ しかし副総経理には中国人の女性を登
用した｡ 新会社立ち上げ時の従業員は 4人｡
株式会社ミクロ発條 (児島信勇社長) は, 創業


































は 1人で 50台の機械を受け持つが, 外国人の場
合はまだ数台程度｡ だが, 内外賃金の差が生産性
の格差を埋めている｡ 同氏はクアラルンプール,
上海, 大連の 3都市で海外勤務を経験したが, 大
連が暮らしやすく, 一番気に入っている｡ その地




の旅順は日露戦争 (1904～05年) の激戦地, 日
清戦争 (1894～95 年) の戦勝で, 日本が中国
(清朝) に割譲させた土地である｡ しかし, ロシ
ア, フランス, ドイツの 3カ国が外交圧力をかけ
















諏訪市経済部商工課刊 『諏訪の産業』 を基に作成 (作図・岩井デザイン)
それでも大連の中心街には, 銀行, ホテルなど
日本統治時代の建造物が現存する｡ 清岡卓行の作











ると, 2002年の製造品出荷額は, 10年前の 1992
年に比べて, 9,392億円から 6,571億円へと 3割























































略称を ｢諏訪大連会｣ と定めた｡ 会長に山田市長,
副会長にミクロ発條の児島社長, 幹事長に渋江精
密工業の渋江利明社長が就任した｡ その会則によ






















部) の馬克部長の案内で ｢諏訪展庁｣ を視察し
た｡ 大楼のすぐ横に展示中心 (センター) の建物













写真 E 大連経済技術開発区大楼 (撮影・大石悠二)
写真 F 大連経済技術開発区展示中心 (センター)
(撮影・大石悠二)
写真 G 諏訪展庁 (展示場) の入り口 (撮影・大石悠二)









呼吸器症候群 (SARS) 騒動が起きた｡ このため











一方, ジェトロは 2004年度以降, 諏訪と大連
の交流を ｢地域対地域 (Local to Local)｣ 事業












スワコ精密工業 筆記具金属部品｡ 自動車部品｡ 光通信コネクター, 移動通信, OA, IT関連部品｡
マクロエンジニアリング 各種変圧器｡
ミクロ発條 コイルスプリング, スーパーファインスプリング, 捻りコイルバネ｡
ヤマト 自動車, OA, 電機, 医療, 省力機器などの精密部品｡ 家具, 玩具, ロボット, 電子,楽器, 釣具などの精密部品｡
LADVIK クランプ｡ 自動車小物部品｡ 住宅関連部品ブーツバンド｡
チノンテック 光学関連機器｡ ガラス, プラスチックレンズ｡ 金型｡ プラスチック成型品
ライト光機 双眼鏡｡ 望遠鏡｡ 単眼鏡｡ ライフルスコープ｡
旭 アルミ, 亜鉛, マグネシウムのダイカスト金型｡ 放電加工用各種電極｡
イズミ カメラ, 顕微鏡, 通信機器, 二輪車, 医療機器, 情報機器, ガス器具, 変速機器の部品｡
シントク 精密プラスチック金型ベース｡ 精密機械加工部品｡ 専用機械台｡
日本電産ニッシン 射出成型用精密金型｡ 精密プラスチック歯車｡ 各種プラスチックレンズ｡
アスリート FA 液晶用組立装置｡ 自動車用電子部品組立装置｡
野村ユニソン 液晶, 半導体, 太陽電池生産用専用機械｡ 医療用機器｡ 精密中空鍛造品｡
河西精機製作所 同軸コネクター部品｡ コンタクトプローブ部品｡ 自動車部品｡ IT・家電部品｡
渋江精密工業 時計, デジタルカメラ, 携帯電話, センサー用の超小径部品ガス警報器, 電子血圧計の部品｡
セリオテック AV・OA関連機器, 光通信・移動通信・デジタルカメラ, 自動車関連機器の精密部品｡
長野サンコー 精密プレス金型, 各種モーター, OA・空調機器の部品｡ 高校精度絞り加工品｡
『諏訪展庁出展公司簡介 (諏訪ブース出展企業ガイド)』 を基に, 諏訪市経済部の資料, 各企業の案内パンフレットから作成｡
このように招聘と派遣を通じて人的交流と情報
交換が進み, 現地事情の相互認識が深まる｡ 2006

























董事長 (会長) 周游氏は 1963年生まれ, 国有
企業の技術者だったが, 1999 年に独立した｡
2003年には個人企業から資本金 50万元の有限公
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実現への戦略』 (東洋経済新報社, 東京, 2005年)
張浩川著 『中国中小企業の挑戦 ｢小さな｣ 世界企
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